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調 査 研 究 報 告

毒本晩回遺跡出上の敲石類

妻木晩回遺跡第4次 発掘観査出土の鉄製品について (補遺 )

妻木晩回遺跡の弥生時代墳暮についての一考察



1 妻木晩日遺跡出上の敲石類
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碗田道断で出上する膳石 Iについても 用 速の中に製粉

があった可能性は苦定で=な い

磨石H(国 1-6～ 10)

磨石■は上下職部に摩耗痕がある階石である 0は 円

蝶 7-10は 榛状穣が褒材として選択されている。ま
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材となる醍のレ店には複数の本ターンが認められるが
断面が円形の藤が選択された鯨向が強い

使用痕は敵打痕と藤推痕を排せ持つtの が多く 8

0のような而を持つ虫科 6 71,の ように弾部の月
線 こまで及ぷ蛍村が一定の4tl合で存在している (図3)
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田2 FEttI(5)の 使用痕  □ 3 磨 石I mO)の使用痕
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敵石壊の出土状況
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図4 故 石 I12)の 使用痕 図6 霊 ■1(如 )の使用痕

図6 蔵 石類の組成



衰2 妻 木晩口道跡にな する古環境調査驚景

|↓|11 it拘 7■ '1■ '一 ,, ■ 1とH● !■ すにどさ′ttⅢ

Ⅲ十卜|| 十ヽ

( r  i l  t
( -ヽ l  ⅢⅢ

,力 )'印 !萌 コ ■ラにし ,“ ′■■ ■ ,■ 7■Ⅲ ス ■ FF ツⅢⅢ 'ヽンア■け 十 IⅢ■「l i■ ′■t iニ
■, ケ 7,■ “―】,,“  ウ '″ iⅢ  F■ 1ヽ 子 ツてヽ マ ツ"|““i"fⅢ叱 ″ ″″■M― ■,十Ⅲ ■ IⅢ イ
トF it“ 1! '「 'すⅢⅢI ■■■ⅢⅢ! メ''Ⅲ Ⅲ ア'」FI ンツ'「| アカⅢⅢⅢ―ヒコ■ ,イ ラ■Fl ■,11+
ヨモヤⅢじカ

Ⅲ十卜|| 十ヽ

“ⅢⅢⅢ Ⅲ
l -ヽ 2 H

十ヤサ,刊 J r″り ' 1 7■ " ]■ ■Ⅲ ヤ■■ ■,スコ,, J ,  ■ ,ア タメ′i,
1 1 1  チ す'市4 !  タマ■■ⅢI メ 'アnい|  ミ十JすⅢ ⅢⅢ″ 夕 ,Ⅲl■ ,ブ , ,「
, ,″ 」H  ス ス十“Ⅲ i LⅢ ⅢⅢほ,

ⅢコⅢI 十(

●引●■
( ■―n  ⅢⅢ

,サ イン1111 ,メ ■市 ク コ
,'■ Ⅲ マ ツ晰 ヽ ス■1'
F ■ ,h i■ i加 11 'マ
■,■ 叫“!

′ヤい ' 「 ■1 1  ' ス′■■ ■ = 「フ■ たヽ
1 ,  ,ヽ ■ , "■  L i ,■  フ ト,“

十ヽJ■ⅢⅢ″ , ,Ⅲ 1 1  , ' , '「

"ヽ ア■" Ⅲ ,,11
ウ ' ' ⅢⅢ l l  イ|

すクⅢr , ,ク サH

,1′ ■は ,"‖
′■i 力 |ス ),'
iⅢⅢI! ′ r,市 1,

■コ| | 十(
“|■Ⅲ―

力ヽL l l l“1
1ヽ1 1 - |

]■ ,Ⅲ Ⅲ ,1′ iⅢ  ヤ 十tr !7''1! 夕 ′′■111 マ ′十“ ヤ ツ"|“」li"|“Fll ′ ガ, コ ウⅢヤヽM
夕ヽンフ■1に ,マ ン,け ―アす″“ ■ ,Ⅲ ―,ヽ ■“ “ | イ エFl 'サ イi11 ″ '■ ⅢⅢI ■ !lⅢⅢ ■ ■■“||
,マ 十ⅢⅢ' メ ′'Ⅲ ⅢI ヽ十J■ “市 u ,,Ⅲ  ll ,,,■ 「 ヨ iヤ は イ ン■■11「I力

t十ltし ていた

|"“ Ⅲl■ tili!ど れ,t il巾ff"」■こよ ■ "|よ迎

IⅢにせヽ■ろ",ス ■ンショ' メ ル■ ■ |)Ⅲなどす

↑卓"t ■ 存"Ⅲ‖Jよ "'PHⅢ Ⅲlた■いてら,た ことお`

ケ"る  ま た ,'(1+1lⅢ lレt‖‖として 1120て nl■

11り'!)や ス'ブ イなど,ラ h“i和Ⅲ!■F tt,H4イ t

iユ方ヽ112い0●)ヽ1打「を亡打!的に11■したこと1分 Ⅲろ

こilら,!―Ⅲてあるい` こ のよう11‖ り'、ごとⅢ`け印

を進ⅢⅢⅢtiti工したⅢⅢわ● IⅢⅢⅢ こホ■にコ1,,f

いたと狙とこ114

コ(,F処"Ⅲ ⅢⅢlモ■ ■ 力を柿うに“t ⅢP打μ"町=

て|ド,11を ⅢⅢⅢしてヽ,iコ ⅢⅢイH!挫 4"仙 4分す〕|

食|↑ “'〕1抑〕tⅢ いた■いう (1■Ⅲ lいど)

JIⅢ Ⅲ‖(Ⅲ食|IⅢⅢⅢ Ⅲ t,え ると fJilinに よぅて

「ヽ,ttれたとrえるへ=た Ⅲ` ムⅢⅢⅢ lとJⅢⅢ Ⅲ■11の

ⅢⅢこは'1 ■n “ ,に 」1打 と物=央 ‖すit"ユ i

い こ りようittJtと`はすると い|メ(Ⅲl■″■■|十

‖リーつたつたⅢ「hEに,liⅢ

工真的f妬 額の存仁

いいて,せたをヽ , ど 木 (Ⅲ せrrHぃ する高ヤイ'

り'■ にいとして型tす る高上イiⅢⅢ`■よtlう ている

t it述^た と七十〕  十1イ|コt   こ|よ“■|ヤ:■ 「こ||わ

■たⅢ忙■ⅢⅢる■||"!せヽ ■4 ま た 也 0コ||1日[

lll打●十ttも ,t■1●■ 'FてJ 申ヽ11"な■|‖コツⅢⅢⅢt

なわ41tt!打 Ⅲ)J■方Hこ■って=た (11と2D03 i tⅢ

2004)

方 松 ,ビⅢ地 【には ⅢI卜を H"  出1にして11卜を型

nした いわ=「に■●■m ttぃ ぇる也村(MCS 3

"イアイにする こ 115=― “|てヽ る】 ′ A ⅢⅢ也功iてま

子に■Ⅲl■のに加"岡 1にⅢられ ■ ■コⅢⅢて大きな

コ●をやうていたと型,せてiる

4 ま とめ

これまで ど木ⅢいいJmⅢⅢにのhtイin tっぃて“if

t 卜 と小正" t u  i m 2ヽ ⅢⅢ 4  t t , Ⅲ l l l

をヽことt  Jイトす)こと'Ⅲl■う,こt,た

iオ木ⅢJ ttu川ⅢⅢ ⅢI,熊十FfHユ ⅢⅢ物F〔AI Ⅲ に,!■‖

lri fiっ|■ィ   1+ri n “ ィF と  イF,卜JJ ⅢIやユ

‖山ntど にいする●:!的‖‖を持つたィ1い人=

( 1′にて,て=る

十ュ去木ⅢⅢ ⅢJttiて“に'iHlイ十打いうち ‖町ⅢとIⅢⅢ

にに」イコるた十1い ■閉り4神ヽ4tl Ⅲ  rll↑

‖tいうら■'tⅢ■との““"[1■■り 一`すとのltitl

ったH「れとにかある

● にⅢⅢ」‖1格をす1つhtriⅢ Ⅲ`ltょをPiⅢ 「 工=Ⅲ内|■

Ⅲ`1■しⅢⅢて大きな|」命を|いて,た Ⅲ柱‖‐Ⅲある

キ“Ⅲlよ n■ 的 にや迫,!"Jn tと  人 イのコil,

こ■セ =J■ る道 !tある レどと力とを■すつ"るい

ま,‖社‖t,lrを いこiうなど ■ ,右打ヤt■Ⅲ必要モ

■ろうわ1 ,11よ■●イ■まで■1!なⅢⅢた

しゎし た ri■H“ そ の中LhrⅢ Ⅲ辻ⅢI■ 1モ■り

■,tt)(↓Ⅲtii lする,「十円をfFちてⅢ8

Ⅲl■々!■ ■ 1“ⅢJ IⅢ Ⅲには昨として【■″tること七

,ⅢⅢ =の ように■」iィ‖てIIる ● イを 内!十をま

しいとするキイ丼"■ ●“レt力`と, Ⅲ いい“ilをマ“

11にH市[て=るようこ=Ⅲ  Ⅲ!■41'イ■いてある

(ⅢI命 iイト)

i】〕||■+1よ tⅢ Ⅲ■lⅢⅢⅢⅢ ritil(Ⅲ t■ →た 1ヽ」! Fに

,卜〔1 Ⅲヽ Ⅲ■Ⅲヽ■た111てⅢモ “11!,■|〔■ⅢlⅢⅢに

よ ,,■ IItナ iよ =(■ ⅢさⅢltr“ |しりⅢに■ ヽ

モ十ヽコA ビ t i  i Ⅲ, す■ " ●クt

セ)コt【“= 十ⅢⅢ l■ どコjⅢ r■ ■“Ⅲthtt t,■ "つ ヽ,

たりt iⅢ, !  Fに, i■| )1ヽ 1「lⅢ l l _た , |モち■

=t Ⅲ Ⅲ■わ11る111こ | ド ⅢⅢに こ打IⅢⅢ■るⅢ!十

ⅢⅢriて、,マ ーストーン)と 1■r,1ぉしぃいうち 力t■

t i こ ■●′: t ! f l " イ Ⅲ とコ′i



1去 本理口と既IIユめ砥石盟

これらりな石や蔭石(は  な 打なと驚より両方打晦 “

るま対t多 く 本 密【t虐 て は 石をまとあて IAt石顕J

と打する た たし 両 方のに月遠が出晦 れるまヽたちえ

てarを 磨ft区 分す■壕● ほ 打寝と練なのどちら"願

宮とttttEか をほ前して亡分した

3)F細 については 本 村 (1072'た 0照 された,、

")こ こていうIヨ とは 積れ加エニtFく HrT島 うことを指五

Hn的 1[は 石 寄り理ⅢⅢ転暮り加工常狂 する

0)地 り民倒 【例を見て  ヽア ク接さを要する,ラ や 卜,を 利

用する瞬tに  ア クほど工寝り,に 「護打」による立をど

がることわれることが多い (組Ⅲl亜2 赤 コ カOI)

0)掲 夕五地区百mmIて  「融打加コ "施 =れ た石キの来コ

品が出としていることから 剖 片剖藤を■う石,Sだけては

なく だ 型石露の成形加工にヽ用いられたと留定 している

7)労 4ntAの 舞 S'こ ●ほる鎮冶真の,t嗜 鞄Jの 十在」

稼じられ =の 多くは嶋部に敵打ながある酸石 D■ 剰 Hし

ている ヽ ■芸適Ⅲ弥とりHII核 輌醸 験をヽとをって

おり 空 強風「から■な石Dを 利用しているようすが縦え

る lt1 1990

S)山 "工 小日「r5日 の民Ftrmとでは ク リを切つてましい者

木t首 えること【宮いクリの収云を確保したという は 羽

如00 こ のことから 塙1阿的tク リ ス タフイのIFを

おこなえ 4r 座票第り収五に大どな彰挙を夏ぼすことはな

がったとをえられる
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